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った結果を取りまとめたものであり、 5 章 か ら な っ て い る 。  
 

















れている。スクリプトラメラ組織中では凝固方向に平行な (110)M o S i 2 断面で見られる
凝固方向から約 15°傾いた界面の直線的な部分が周期的な Ledge-Terrace 構造で構成









 第 3 章では MoSi2 /Mo5Si3 二相共晶合金への C 添加で新たに見出した、Mo5Si3C 相  
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を 含 む 三 相 の 微 細 で 均 質 な ス ク リ プ ト ラ メ ラ 組 織 を 持 つ 一 方 向 凝 固 MoSi2 / 
Mo5Si3 /Mo5Si3C 三相共晶合金について、三相合金の微細組織、格子ミスフィットと
界面構造や結晶方位関係の関係を詳細に調査した結果がまとめられている。一方向
凝固材中ではこれら三相間には一定の結晶方位関係が存在し、MoSi2 相と Mo5Si3 相
の結晶方位関係は MoSi2 /Mo5Si3 二相共晶合金で観察されたものと同一であること、
Mo5Si3C 相は Mo5Si3相との整合性が最も高い方位関係となるように形成されている
こと、観察される異相界面はいずれも格子ミスフィットが効率的に緩和されるもの
が優先的に選択されることを明らかにしている。また、MoSi2 / Mo5Si3/Mo5Si3C 三
相共晶合金の微細組織も MoSi2 /Mo5Si3 二相共晶合金と同様に非常に高い熱安定性
を持つことを実証している。  
 
 第 4章では MoSi2/Mo5Si3二相共晶合金と MoSi2 /Mo5Si3 /Mo5Si3C三相共晶合金の一
方向凝固材についての力学特性評価を行い、その微細組織との相関についての考察
を行っている。Vickers indentat ion 法による異相界面の剥離挙動評価により、格子ミ
スフィットを増加させるタイプの第三元素添加により界面剥離が促進されるとと
もに、破壊靭性値が向上することを明らかにした。また MoSi2 /Mo5Si3/Mo5Si3C 三相
合金では Mo5Si3C 相の導入により新たに形成された異相界面のうち比較的整合性の
低い MoSi2 /Mo5Si3C 界面での界面剥離により、破壊靭性が向上することを見出して
いる。これらの結果に基づき、界面剥離を利用した MoSi2 /Mo5Si3 共晶合金の破壊靭
性向上策を提案している。高温圧縮試験では共晶合金の降伏応力は同一結晶方位を






よる MoSi2 相の固溶強化、Mo5Si3C 相の導入により顕著に上昇することを明らかに














 氏 名 松 野 下 裕 貴  
（ 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ）  
 本 論 文 は 、 高 融 点 金 属 間 化 合 物 MoSi2 を基軸材料とした MoSi2/Mo5Si3 共晶
合金の一方向凝固材の微細組織と力学特性に及ぼす添加元素の影響について系統
的に調査を行った結果を取りまとめたものであり、得 ら れ た 主 な 成 果 は 次 の と
お り で あ る 。  





２ ．  当該合金の微細組織に及ぼす第三元素添加の影響を系統的に調査し、第三添
加元素のうち共晶合金への固溶限が比較的大きい元素の添加により格子ミス






３ ．  MoSi2 /Mo5Si3 二相共晶合金の力学特性に及ぼす第三元素添加の影響を調査
した結果では、降伏強度が組織の微細化、Mo より原子半径の大きい元素の添
加による MoSi2 相の固溶強化、Mo5Si3C 相の導入により顕著に上昇することを
明らかにした。なかでも MoSi2 /Mo5Si3/Mo5Si3C 三相合金は特に優れた高温強
度を有することを明らかにし、既存の Ni 基超合金を大きく上回る高温クリー
プ特性を得ることに成功したことは特筆すべき成果である。  
 以 上 の よ う に 本 論 文 は 、一方向凝固 MoSi2 /Mo5Si3 共晶合金の界面構造や結晶
方位関係と格子ミスフィットとの関係についての精緻な解析と、組織制御による
特 性 向 上 の た め の 合 金 設 計 指 針 を 示 し た も の で 、学 術 的 の み な ら ず 実 用 的
に も 高 く 評 価 で き る 。よ っ て 、本 論 文 は 博 士（ 工 学 ）の 学 位 論 文 と し て 価
値 あ る も の と 認 め る 。ま た 、平 成 2 8 年 2 月 2 3 日 、論 文 内 容 と そ れ に 関 連
し た 事 項 に つ い て 試 問 を 行 っ て 、申 請 者 が 博 士 後 期 課 程 学 位 取 得 基 準 を 満
た し て い る こ と を 確 認 し 、 合 格 と 認 め た 。  
な お 、本 論 文 は 、京 都 大 学 学 位 規 程 第 １ ４ 条 第 ２ 項 に 該 当 す る も の と 判
断 し 、 公 表 に 際 し て は 、（ 平 成 3 1 年 3 月 3 0 日 ま で の 間 ） 当 該 論 文 の 全 文
に 代 え て そ の 内 容 を 要 約 し た も の と す る こ と を 認 め る 。  
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